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1. 蜂の子は、CD4+ 細胞を活性化することにより腫瘍の増殖・進展を抑制させる。 





2. 蜂の子抽出液による抗腫瘍メカニズムが EZH2 を介した免疫調節機能である。 
蜂の子抽出液の添加濃度によらず、乳がん細胞 (MDA-MB-231、MCF7、4T1-LUC) やマウスメラノーマ細
胞 (B16-F10)、ヒト正常線維芽細胞株 (TIG3)、ヒト胎児線維芽細胞株 (MRC5) の細胞存在率は、ほぼ一定で
あり、蜂の子自体に直接がん細胞を壊死させる作用はなく、正常細胞に対しても悪影響は認められなかった。
著者はマクロファージ RAW264.7 細胞を用いて、生理活性評価を行った結果、蜂の子抽出液は RAW264.7
細胞の増殖を促進し、Doxorubicin 及び過酸化水素が誘発したストレスに対しては、細胞死を抑制した。ま
た、リポ多糖の添加により RAW264.7 細胞の NO 及び IL-6 は増大したが、蜂の子抽出液を添加すると濃度
依存的に NO 及び IL-6 の産生が抑制された。さらに、乳がん細胞 (4T1-LUC) とメラノーマ細胞 (B16-F10) 
を用いて蜂の子抽出液の添加が、ポリコーム群タンパク質 EZH2 に及ぼす影響を解析し、蜂の子抽出液の添
加によって EZH2 の mRNA の発現が抑制される結果を得た。これは、根幹となる抗腫瘍メカニズムが EZH2
を介した免疫調節機能であることを示した。 








蜂の子末の摂取を 12 週間実施し、非特異的 IgE と血清 TARC 値の検査、及びアンケート調査、医師の問診
により、アトピー性皮膚炎の改善効果を評価した。蜂の子末摂取前と比較して、摂取 12 週間後に非特異的





















平成 30年 1月 17 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査および最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全
員によって合格と判断された。 
よって、著者は博士（環境学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
